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編集後記
ここに乗アジア世界史研究センターの『年報』第1号をお届けする｡
オープン･リサーチ･センター整備事業として､私たちのプロジェクト｢古代東アジア世界史
と留学生｣が採択されたのは4月下旬であった｡そのため､すぐさま私たちは､初年度の研究活動
を具体化させなければならなくなった｡おまけに本プロジェクトの構成員のなかの6名は､同じ事
業枠で本年度に完成年度である5年臼をむかえるプロジェクト｢フランス革命と日本､アジアの近
代化｣の構成員になっていたこともあって､まさにあわただしい･年ということになった｡公開
講座一口･シンポジウム一一日を二日続けて開催したのも､このあわただしさに起因する｡
しかしこの2つのプロジェクト､否､本学では同じ枠で他に動いている3つのプロジェクトを合
わせれば5つのプロジェクトになるが､これらが､本学の学部学生･大学院学生によき刺激となっ
てくれればとの思いで､私たちもがんばろうという気になってくる｡それはまた､たとえば｢フ
ランス革命と日本､アジアの近代化｣において､研究成果はもちろんのこと､若手研究者の育成
においても､任期制助手の採用などもあって､課程博士の学位取得者の増加という目覚しい成果
も挙げていることをみれば､自ずと力もはいる｡忙しさのなか､このプロジェクトもそのように
ありたいものだと初年度に祈念している次第である｡
古代東アジア世界を留学生という視点からみてみようという本プロジェクトの試みは､もちろ
ん本学と井真成墓誌の発見との関係を抜きにしてはあり得なかったであろう｡そのために初年度
の第1回公開講座のテーマとして､井真成墓誌の日本･中国における研究状況の進展を設定した｡
しかし本プロジェクトでは､それを遣唐留学生から､さらに乗アジア､つまり朝鮮半島･日本･
ヴェトナムという地域に存在したであろう中国への留学生に対象を広げ､その留学生について､
それぞれの地域の国家が､それぞれの社会の如何なる人物を派遣したのか､その目的は､実際に
各地域にもたらされたものは､その交流によってそれぞれの社会はどう変化したのか､などの諸
点を具体的に見つめることで､東アジア世界史を新たに構成できないだろうかとの問題意識をも
っている｡第1回シンポジウムは､その私たちのひそかな目的の1つであった｡本『年報』でもそ
の一端がうかがえるが､シンポジウムの討論において展開された､東アジア世界史の有効性の有
無､またその有効性において留学生の果たした役割は､といった論点は今後も引き続き考察して
いきたい｡
公開講座の講演､シンポジウムの報告をお引き受けいただいた諸先生に先ずもってこの場を借
りて感謝申し上げたい｡また当日参加していただいた皆さんにも､多くの質問を寄せいただき､
討論も活発なものにしていただいたことにお礼を申し上げたい｡
この『年報』に対して､またこのプロジェクトに対して忌博のないご批判をお寄せいただけれ
ぼ幸いである｡
ではまた来年度も続きます｡よろしくお願いします｡ (飯尾秀幸)
